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《温根湯地区・平里》

牧野美穂さんとあさひちゃん
み　ほ
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新
入
職
員
紹
介

やりたいことをやってほしい
　

雪
解
け
が
進
み
、
爽
や
か
な
春
の
風
が
吹
い
た

３
月
30
日
、
温
根
湯
地
区
の
牧
野
家
を
訪
ね
ま
し

た
。
あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
美
穂
さ
ん
と
一

緒
に
玄
関
で
出
迎
え
、
快
く
取
材
を
受
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
は
活
発
で
明
る
い
女
の
子
。
可
愛

い
も
の
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
が
大
好
き
で
、
プ
リ

ン
セ
ス
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ド
レ
ス
な
ど
は
気
分
が
高

ま
り
ま
す
。
最
近
は
お
人
形
ご
っ
こ
で
遊
ぶ
こ
と
が

多
く
、
メ
ル
ち
ゃ
ん
、
ネ
ネ
ち
ゃ
ん
、
リ
カ
ち
ゃ
ん

な
ど
た
く
さ
ん
の
お
人
形
さ
ん
た
ち
と
遊
び
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
工
作
に
も
ハ
マ
っ
て
い
て
、
お

う
ち
の
中
で
大
作
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
！

　

最
近
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
側
転
で
す
。
足
が
少

し
曲
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
ま
だ
ま
だ
練

習
中
で
す
。
側
転
だ
け
で
は
な
く
、
縄
跳
び
も
頑
張

っ
て
い
て
、
連
続
１
０
０
回
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

　

あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
由
来
は
、
あ
さ
ひ
ち
ゃ

ん
が
産
ま
れ
、
美
穂
さ
ん
が
病
室
の
ド
ア
の
向
こ
う

側
を
見
た
時
に
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
差
し
込
ん

だ
陽
の
光
が
由
来
で
す
。
丈
太
郎
さ
ん
と
美
穂
さ
ん

は
「
陽
の
光
の
よ
う
に
明
る
く
、
元
気
で
面
倒
見
の

い
い
と
こ
ろ
が
大
好
き
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
に
「
こ
の
ま
ま
大
き
く
育

っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い

を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

てん菜の苗管理、

                順調に進む

　少しずつ春の陽気を感じられるよ

うになってきた４月上旬、きたみら

い管内ではもうじき始まる植付け作

業に向けて準備が進んでいます。

　４月１日、置戸地区幸岡の有馬慎吾さんのお宅を訪ね

ると、てん菜の移植用苗を管理していました。有馬さん

は３月６日から２日間かけて播種作業を行い、ここまで

の生育は順調とのことです。今年は８．５㌶の作付けを

計画しており、「昨年は糖分も低く苦労した年産となっ

たが、今年は病気がつかず豊穣の秋が迎えられるよう肥

培管理に努めたい」と意気込みます。

　当ＪＡでは今年度、約2,800㌶の作付けを計画し、17

万㌧の生産量を見込んでいます。

【ご家族紹介】
前列左から～お母さんの美穂さん(37)、長女のあさひちゃん(５)、
　　　　　　お父さんの丈太郎さん(44)
後列左から～おばあちゃんの千代さん(65)、
　　　　　　おじいちゃんの篤嗣さん(69)
作付内容：玉ねぎ、てん菜、秋小麦、春小麦、大豆、小豆、
　　　　　加工スイートコーンを作付けしています。
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みなさん、これからよろしくおねがいします！

　４月１日より、８人の新人職員が
入組しましたので組合員の皆様にご
紹介いたします。

①生年月日　②出身地　③出身校
④趣味・好きなもの　⑤ＰＲポイントや特技
⑥「抱負」もしくは「目指すＪＡ職員像」

長岡　　諒
なが  おか                  りょう

（経営支援部ふれあい相談西グループ）

①2002年３月28日　②佐呂間町
③帯広畜産大学
④ゲーム、アニメ
⑤好きなことへの集中力
⑥組合員の方々に顔を覚えてもらえるように頑張ります。

杉本　一樹
すぎ  もと           かず    き

（販売企画部組織振興東グループ）

①2001年９月４日　②北見市　③釧路公立大学
④熱いシャワーを浴びる、ゲーム
⑤単調な作業もこなせる
⑥ハキハキ話せるようになりたい。
　馴染むまで少しかかりますが、よろしくお願いします。

橋本　一輝
はし  もと           かず    き

（販売企画部組織振興東グループ）

①2001年４月３日　②北見市常呂町
③山梨県立大学
④ドライブ、グルメ巡り、お酒を飲むこと
⑤お店レベルのパスタを作れます！
⑥１日でも早く貢献できるように頑張ります！

田邉　大将
た    なべ           だい  すけ

（経営支援部ふれあい相談南グループ）

①2001年10月23日　②札幌市　③北海学園大学
④料理、バレーボール　⑤ジャンプ力
⑥札幌から北見に来て、知らない事や知らない土地で不安は
　たくさんありますが、元気よく生活し、北見から愛される
　漢を目指していきます。よろしくお願いします。

佐藤　　峻
さ    とう                  しゅん

（畜産部畜産相談グループ）

①2000年１月26日　②北見市　③釧路公立大学
④テニス、ピアノ、eスポーツ観戦
⑤子どもと仲良くなるのが、得意で大好きです！
⑥よく学び、組合員の皆様に信頼して頂けるよう誠実に頑
　張ります！

齊藤ほのみ
さい   とう

（総務企画部総務グループ）

①2004年８月28日　②北見市　③ＪＡカレッジ
④映画鑑賞
⑤元気の良さは誰にも負けません！
⑥信頼される職員を目指して頑張ります。

山下　隼一
やま  した          しゅん いち

（購買部資材推進グループ）

①2001年11月12日　②北見市
③酪農学園大学
④ピアノ、植物栽培並びに自然観察
⑤粘り強く物事に取り組めるところ。特技はピアノです。
⑥一生懸命頑張ります！！

安藤　優夏
あん   どう           ゆう    か

（金融共済部訓子府支店）

①2003年８月10日　②美幌町　③北海道武蔵女子短期大学
④野球観戦、ライブ鑑賞
⑤笑い声の大きさは負けません！
⑥明るく笑顔で頑張ります！

令和
６年度

特
集



67

〜
生
育
、
品
質
と
も
に
良
好
〜

栄
養
豊
富
な
葉
ニ
ン
ニ
ク 

収
穫

長
途
中
に
収
穫
し
た
若
い
葉
の
部
分
を

食
べ
る
野
菜
で
、
太
田
さ
ん
は
約
50
ｃ

ｍ
に
伸
び
た
葉
ニ
ン
ニ
ク
を
手
際
よ
く

収
穫
し
、
枯
葉
や
根
を
切
っ
て
袋
詰
め

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

収
穫
に
あ
た
っ
て
太
田
さ
ん
は
「
今

年
は
生
育
が
揃
っ
て
お
り
品
質
も
良
い
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
入
れ
た
り
、
天
ぷ
ら

で
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
訓
子
府
地
区
、
端
野
地

区
で
２
戸
の
生
産
者
が
作
付
け
し
て
お

り
、
収
穫
さ
れ
た
葉
ニ
ン
ニ
ク
は
道
内

に
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
３
月
下
旬

か
ら
葉
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

し
た
。
葉
ニ
ン
ニ
ク
は
、
冬
の
寒
さ
の

中
で
育
つ
こ
と
に
よ
り
甘
み
を
増
し
肉

厚
な
葉
に
仕
上
が
り
ま
す
。
栄
養
面
で

も
カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

等
が
豊
富
で
、
特
に
抗
菌
作
用
に
優
れ

る
「
ア
リ
シ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
疲
労
回
復
に
も
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
子
府
地
区
の
太
田
睦
さ
ん
は
ニ
ン

ニ
ク
を
生
産
し
た
際
に
で
き
る
小
さ
な

種
を
活
用
し
て
ハ
ウ
ス
約
20
坪
で
葉
ニ

ン
ニ
ク
を
栽
培
し
、
３
月
25
日
か
ら
収

穫
を
始
め
ま
し
た
。
葉
ニ
ン
ニ
ク
は
成

▲葉ニンニクを収穫する太田さん

▲出荷に向けて作業する様子

〜
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
役
員
研
修
〜

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ 

Ｂ
ｌ
ｄ
ｇ
．で

Ｊ
Ａ
事
業
を
学
ぶ

新
た
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
団
体
の
拠
点

と
し
て
令
和
５
年
９
月
に
竣
工
し
た
施

設
で
、
日
頃
働
く
職
員
や
利
用
者
に
と

っ
て
快
適
な
環
境
と
な
る
よ
う
に
最
新

の
建
設
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
般
の
利
用
者
も
受
付
し
て
い
る

１
階
の
会
議
室
（
要
予
約
）
や
、
２
、

３
階
の
各
連
合
会
の
フ
ロ
ア
、
４
階
の

開
放
的
な
テ
ラ
ス
な
ど
を
回
り
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
は
、
あ
か
ん
遊
久
の
里

鶴
雅
に
宿
泊
し
、
新
体
制
の
役
員
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
河
合
美

佳
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
事
業
の
学
習
と
フ
レ

ミ
ズ
な
ら
で
は
の
悩
み
や
家
事
育
児
に

つ
い
て
話
す
こ
と
で
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
３
月
25
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ　

Ｂ

ｌ
ｄ
ｇ
．
に
て
役
員
研
修
を
行
い
、
役

員
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
中
央
会
北
見
支
所
の
不
動

佳
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
Ｊ
Ａ
の
仕

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｊ
Ａ
事

業
の
特
徴
や
役
割
、
生
産
者
組
織
や
女

性
参
画
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
座
学
形

式
で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
他
、
現
代
の

農
業
者
や
Ｊ
Ａ
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ　

Ｂ
ｌ

ｄ
ｇ
．
の
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

同
ビ
ル
は
北
見
農
業
会
館
が
閉
館
し
、

▲研修の様子

▲施設内の見学で質問する役員

〜
ド
ロ
ー
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
様
々
な
事
例
を
共
有
〜

ド
ロ
ー
ン
座
談
会

総
括
と
し
て
桑
原
電
装
の
伊
藤
氏
は
、

「
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

は
否
定
的
な
意
見
も
聞
こ
え
て
く
る
が
、

圧
倒
的
に
肯
定
的
な
意
見
が
多
い
。
ま

だ
運
用
し
て
い
く
う
え
で
多
く
の
実
証

や
検
証
が
必
要
だ
が
、
う
ま
く
い
か
な

い
か
ら
ド
ロ
ー
ン
は
ダ
メ
と
い
う
結
論

を
出
す
に
は
早
い
と
思
っ
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
も
好

評
で
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協

議
会
は
３
月
24
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所

で
ド
ロ
ー
ン
座
談
会
を
行
い
、
生
産
者

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
は
桑
原
電
装
を
講
師
に
招
き
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
エ
リ
ア
で
の
ド
ロ
ー
ン

活
用
実
態
」
と
題
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
有
益
な
事
例
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
具
体
的
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲座談会の様子

▲説明する伊藤氏

そ
の
後
、
常
勤
役
員
や
関
係
者
を
交
え

て
昼
食
を
と
り
、
お
互
い
の
農
業
に
向

け
た
思
い
や
夫
婦
の
馴
れ
初
め
を
話
し

合
う
な
ど
交
流
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
き
た

み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
河
合
美
佳

会
長
は
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
員
の
ほ

と
ん
ど
は
結
婚
を
機
に
初
め
て
農
業
に

携
わ
る
人
ば
か
り
。
農
業
の
こ
と
や
農

家
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
た
時
こ
そ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
あ
る
の
で
、
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
の
紹
介
と
新
た
な

仲
間
の
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
は
３
月
29
日
、
ホ

テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
北
見
で
令
和
５

年
度
に
結
婚
し
た
後
継
者
及
び
パ
ー
ト

ナ
ー
を
対
象
と
し
た
「
新
婚
さ
ん
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
令
和
５
年
度
に
き
た
み
ら
い

管
内
で
結
婚
し
た
６
組
の
う
ち
、
３
組

６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
齊
藤
和
雄
専
務
は

「
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
期
待
と
不
安
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
が
最
大
限
支
援
す

る
の
で
頼
っ
て
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

〜
新
婚
さ
ん
の
集
い
〜

新
婚
激
励
会
に
３
組
６
人
が
出
席

▲乾杯の様子

▲出席したご夫婦の皆さん
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訓子府地区・高園

佐藤 真美子さん（55歳）

ま  み  こ

今回は女性部の佐藤副部長に登場いただきました。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.34

　リジェネレイティブ農業に取り組むためにはマインドセットの変化が必要だということを前回

お話しした。今回は、マインドセットを変えるためにはどうすれば良いのかということについてお

伝えしたい。今回の内容は、ニュージーランド出身で現在アメリカを拠点にアグロエコロジー、土

壌についての普及、教育活動を行っているニコーラ・マスターズさんの”For the Love of Soil”

という書籍からのものである。

　リジェネレイティブ農業への取り組みは、簡単に進むものではないからこそ、少しずつ、自信

をつけながら取り組んでいくことが大切だ。リジェネレイティブ農業への「移行」のステップと

して次の５つを提示している。

ステップ１　何か、馬鹿らしいほど小さなことから始める

　有機酸の散布、殺菌剤の代わりに葉面散布するなど、小さなことから始めてみる。

ステップ２　自分がいる周りの環境を変える

　行動を起こすために必要なモチベーションや意志のエネルギーが少なくて済むように、周りの

環境を変える。たとえば、リジェネレイティブ農業に取り組んでいる生産者との環境に身を置く、

ディスカッショングループを作る、雑誌や本を読むなど。

ステップ３　自分の存在についての考え方を変える

　リジェネレイティブ農業に取り組むためには、農業に対する自分の「コミュニケーション」の

仕方を変える必要がある。農業において自分が資源の「支配者でありコントロールするものであ

り、所有者である」という考え方から、自分自身を世話人、管理人、協力者という存在として見

なすこと。

ステップ４　自然のやり方に邪魔にならないようにする

　リジェネレイティブ農業の鍵は、「答え・正解」が何かにあるのではなく、自分が問う「質

問」の質にある。大切にすべき習慣は、少なくとも６回「なぜ」と問うこと。なぜ冬に分娩して

いるのか、なぜ牧草収穫を行うのか、なぜこの殺虫剤を使うのか。なぜこの作物を適していない

環境に作付けしているのか。

　それにあわせて、自然ではどうなっているのか、ということを同時に問うことが大切である。

この作物は自然ではどんな環境で育っているのか。いつの時期に出産しているのか。自然のやり

方を参考にすることで、結果としてコストも少なくて済む。

　そして最後のステップ５は、我慢を身につけること。すぐに反応が現れる農薬のように、速効

性のあるものに慣れてしまっている多くの農業者にとっては、これが最も大変なステップでもあ

る。土の変化は、その成果が土の上で見えるようになるには時間がかかる。でも、もしも種を植

えて、芽が出てこないからといって我慢できずに土を掘り返してしまえば、せっかく土の中で芽

吹いて根を伸ばし始めている種を駄目にしてしまうことになる。

　だからこそ、目に見えない土の中で、どんな変化が起きているのか、透水性のテストなどの見

える化の取り組みが必要になる。

　以上がニコーラ・マスターズさんの提案だが、私は特に、ステップ２にあるようなこうした取

り組みを一緒に進めていく仲間を見つけて取り組むことが大切だと思う。そしてＪＡきたみらい

の皆さんがこうしたリジェネレイティブ農業の旅に進まれること、そこに大学としても関わって

いければと思っている。

リジェネレイティブ農業について感じたこと⑥

「楽しく刺激的な 　　　
　　　　 経験を求めて」

◆ご自身はどんな性格だと
　思いますか？
　せっかちで几帳面、中途半端が嫌な性格で
す。出したものをきちっと戻すことは、私の中
で最低限のルールです。また、何事も見通しを
立てて進めたいタイプで、旅行に行くときは
あれこれ考えて何日も前から準備をしていま
す。
◆趣味は？
　家にいることが好きです。忙しい時期には
なかなか時間が取れないので、農閑期にパッ
チワークをしています。それ以外に、「これ！」
といった趣味があまりないです…。何かおスス
メがあれば募集中です！
◆組織活動の魅力は？
　自分ではなかなか体験できないことをでき
るのが組織活動の魅力だと思います。色々な
経験が、日々の生活の刺激と活力になります。
　他支部の部員さんと話していると、自分と
は違った見方や考え方に気づかされます。積
極的に周りに溶け込んで、コミュニケーション
をしてみると、とても楽しいですよ！
◆これから取り組みたいことや頑張りたい　
ことは？
　これまで以上に女性部活動へ積極的に取り
組んでいきたいと思います。そこで生まれる
新たな出会いや気づきを楽しみに頑張りま
す！
　何事も健康な身体があってこそだと思いま
すので、体調管理に気を配って元気に生活し
ていきたいです。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

愛用している新ダイワの
　　　　エンジン溶接機
愛用している新ダイワの
　　　　エンジン溶接機

温根湯地区・滝の湯

山崎　達昭さん（35歳）

たつあき

　地元の鉄工所が閉店してしまい、急ぎで修

理が必要な時に困っていました。北見の鉄工

所とも取引きしていますが、距離が遠くすぐ

に来てもらうことが難しいのでどうしようか

と思っていたところ、知人が使っていたもの

を売ってくれるという話があり、この溶接機

を買いました。

それからは独学で溶接について学び、鉄工所

の方が来てくれるまでのつなぎとして自力で

溶接を行っています。軽い溶接であれば自分

でできるため、非常に重宝しています。
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き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
青
年
部
は
３

月
13
日
、
設
立
20
周
年
を
記
念
し
て
「
感

謝
状
贈
呈
式
」
を
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
開

催
し
ま
し
た
。
同
青
年
部
は
振
興
会
と
の

連
携
を
強
化
し
、
多
く
の
試
験
や
圃
場
巡

回
に
よ
る
生
育
調
査
・
交
流
会
を
実
施
し
、

各
地
区
と
の
技
術
情
報
交
換
、
学
習
会
等

で
の
品
質
向
上
・
安
定
生
産
の
維
持
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
感
謝
状
贈
呈
式

で
は
謝
辞
と
し
て
、
同
青
年
部
の
５
代
目

部
長
の
杉
山
幸
治
さ
ん
が
「
玉
葱
振
興
会

青
年
部
が
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。
ま
た
昨
今
に
お
け
る
玉
ね

▲感謝状を受け取る８代目部長林拓己さん（左）

▲歴代部長を代表して謝辞を述べる５代目部長杉山幸治さん

ぎ
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
今
後
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
う
が
、
こ
の
苦

境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
部
員
一
人

一
人
が
高
い
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
の
井
上
竜
介
部
長
か
ら
、
５

代
目
部
長
の
杉
山
幸
治
さ
ん
、
６
代
目
部

長
の
岩
本
直
樹
さ
ん
、
７
代
目
部
長
の
米

森
淳
史
さ
ん
、
８
代
目
部
長
の
林
拓
己
さ

ん
、
９
代
目
部
長
の
森
部
啓
太
さ
ん
に
組

織
功
労
と
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
青
年
部
20
周
年
記
念

～
歴
代
部
長
へ
感
謝
状
贈
呈
～

　

公
益
財
団
法
人
宇
都
宮
仙
太
郎
翁
顕
彰

会
は
３
月
１
日
、
「
第
56
回
宇
都
宮
賞
」

の
表
彰
式
を
札
幌
市
内
で
行
い
、
吉
野
英

之
さ
ん
（
北
見
地
区
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
賞
は
「
北
海
道
酪
農
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
故
・
宇
都
宮
仙
太
郎
氏
の
業
績
の
継

承
が
目
的
で
、
「
酪
農
経
営
の
部
」
・

「
酪
農
指
導
の
部
」
・
「
乳
牛
改
良
の

部
」
の
３
部
門
に
分
け
て
表
彰
。
吉
野
さ

ん
は
乳
牛
改
良
の
部
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
に
は
北
見
市
内
で
吉
野
さ
ん

の
栄
誉
を
称
え
、
き
た
み
ら
い
酪
農
振
興

協
議
会
長
、
北
見
市
酪
農
振
興
会
長
、
当

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
な
ど
29
人
が
出
席
し
て
受

賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
辻

北
見
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
酪
農

家
と
共
に
、
更
な
る
酪
農
業
の
発
展
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

祝
賀
会
代
表
世
話
人
を
務
め
た
大
坪
広

則
組
合
長
は
「
吉
野
さ
ん
は
共
進
会
史
上

初
と
な
る
ダ
ブ
ル
受
賞
を
は
じ
め
、
乳
牛

改
良
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん
だ
結
果
と

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
き
た
み
ら
い
の
酪

農
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

「
脳
梗
塞
に
な
り
病
院
の
ベ
ッ
ド

で
真
剣
に
離
農
を
考
え
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
良
き
先
輩
、
良
き
友
人
、

良
き
家
族
に
恵
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。
こ

れ
か
ら
は
体
調
回
復
に
努
め
、
酪
農

振
興
に
微
力
を
捧
げ
た
い
」
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

▲３月１日、札幌での表彰式

▲大坪組合長より表彰される吉野さん
　（３月25日、北見での受賞祝賀会）

吉
野
英
之
さ
ん

　
　
　
　 

御
礼
の
言
葉

▲贈呈された表彰状や記念品▲祝賀会の出席者で記念写真

第
56
回（
令
和
５
年
度
）宇
都
宮
賞【
乳
牛
改
良
の
部
】受
賞
祝
賀
会

吉
野
英
之
さ
ん

乳
牛
改
良
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
功
績
を
表
彰

温根湯資材店舗

置戸資材店舗

訓子府資材拠点店舗

端野資材拠点店舗

生　産　資　材　店　舗

9:00～17:00

休み

※日曜日の日直対応は、４月21日～９月30日の期間
※日直対応は、店舗を閉めた中で営農に支障がないよう裏口にて対応します。

9:00～17:00 9:00～12:00 休み休み訓子府整備工場

整　備　工　場

営業時間の変更のお知らせ
令和６年４月１日（月）～10月31日（木）

休み
9:00～12:00
（日直対応）

9:00～12:00

（日直対応）

平　日 土曜日 日曜日 祝祭日

営　業　時　間

※生産資材店舗・整備工場のゴールデンウィークの営業体制に
　つきましては別途ご連絡致します。

令和6年能登半島地震
被害支援募金のご報告とお礼
　当ＪＡは１月１日に発生いたしました能登半島地震
により被害にあった産地の復旧・復興支援をするため、
各事務所の金融窓口にて支援募金活動を行って参りま
した。
　組合員の皆様からお寄せいただいた支援募金と各組
織及び役職員からの支援募金とを合わせ、総額429,726
円となりましたことをご報告させていただきます。
　お寄せいただいた支援募金は３月５日に該当する都
道府県中央会災害対策本部等へ寄付をさせていただき
ました。
　皆様の温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとと
もに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上
げます。

食育教材本を贈呈
　当ＪＡは３月27日、北見市・訓子府町・置戸町
の小学５年生を対象に食農教育本「農業とわたし
たちのくらし」を贈呈しました。この取り組みは
ＪＡバンクによる食農教育応援事業の一環で、次
世代を担う子どもたちに食や農、環境への理解を
深めてもらうために教材本等を作成しています。
　贈呈式では、当ＪＡ越田常務が「一次産業に理
解を深めてもらい、地域の新鮮な農畜産物を味
わってほしい」と話し、北見市の武田教育長は
「地元産の食材がどのように作られて食卓まで届
くのかを教材本など通じて学んでもらいたい」と
述べました。
　教材本は、きたみらい管内23小学校へ1,115冊
が配布されました。

～農業に興味を持つきっかけに～



13 12

▲▼贈呈式の様子（上：黒石市、下：平川市）

　

当
Ｊ
Ａ
は
３
月
上
旬
、
青
森
県
の
黒
石

市
と
平
川
市
へ
馬
鈴
し
ょ
４
，
１
０
０
㌔

と
玉
ね
ぎ
１
，
０
０
０
㌔
を
給
食
食
材
、

家
庭
消
費
用
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
名
に
「
み
ら
い
」
を
冠
す
る
全
国

各
地
の
９
Ｊ
Ａ
が
会
議
し
連
携
を
進
め
る

「
Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ
ト
」
を
縁
に
Ｊ
Ａ

津
軽
み
ら
い
と
交
流
を
深
め
て
お
り
、
昨

年
に
引
き
続
き
青
森
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
川
市
と
黒
石
市
か
ら
「
学
校
給
食
無

償
化
に
大
変
助
か
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
は
北
海
道
産
の
野
菜
と
聞
く
だ
け
で
も

大
変
喜
ん
で
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
み
ら
い
」
を
縁
に
、

               

青
森
へ
芋
玉
贈
呈

　ＪＡ北海道中央会は３月15日、令和５年度の
「農協功労者表彰」の表彰式を行い、当ＪＡから
髙橋優常務が選ばれました。この表彰は、長年に
わたって農業振興や農協運動、組合運営に尽力し、
功績を残した人に贈られるもので、今回は道内の
ＪＡと連合会の役職員22人が選ばれました。
　表彰を受けて髙橋常務は「とても光栄です。こ
れまでご指導頂いた皆様のおかげで今回の受賞と
なり、深く感謝しています。今後もきたみらいの
発展に貢献していきたい」と話しました。

功績をたたえ、
ＪＡ北海道中央会から表彰

　当ＪＡのホームページがリニューアルしました！
　リニューアルでは内容や構造をすっきりさせ、皆様に
ＪＡきたみらいの魅力が伝わるようなデザインを意識
して制作いたしました。より使いやすく、情報を簡単に検
索できるようになったホームページをぜひご覧ください！
　また、クックパッドでＪ
Ａきたみらいの公式キッ
チンも開設しました！これ
まで広報誌やＳＮＳなど
を通じてご紹介してきたレ
シピを紹介していますの
で併せてご覧ください！

ホームページリニューアル
クックパッド公式キッチンも開設！
ホームページリニューアル
クックパッド公式キッチンも開設！

▲ＱＲコード
　（左：ホームページ、
　　　右：クックパッド）
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職員退職・登用のお知らせ
　退職職員をお知らせします。
　旧ＪＡ入職年度と合併後の職歴、正職員としての在職期間
（旧ＪＡ含む）を紹介します。在職中は、組合員皆様を始め、
地域皆様のご厚情をいただき誠にありがとうございました。
　また、本年度、職員登用された２名を紹介します。組合員
の皆様、お世話になります。よろしくお願い致します。
　　　　　　　 （●＝「抱負」もしくは「目指す職員像」）

第２回 理事会報告
　３月22日、午後１時30分より第２回定例理事会が開催され、報告事
項15件、決議事項17件が協議され、原案通り承認されました。
　【報告事項】
①みのり監査法人監査報告について
②令和５年度期末監査実施報告について
③会計監査人の再任について
④内部監査（自己査定・決算処理）報告について
⑤組合員状況報告について
⑥財務状況報告について
⑦令和５年度キャッシュフロー計算書について
⑧ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針の変更について
⑨人事の発令について
⑩置戸町に対する短期資金の貸付について
⑪令和５年度道営事業及び公社営事業の実績について
⑫令和５年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑬令和５年産てん菜の本精算について
⑭生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑮生乳輸送運賃の改定について
　【決議事項】
①令和５年度独立監査法人の監査報告書について
②令和５年度監事監査報告書について
③事務所建設等準備積立金実施要領（案）について
④令和６年度経営定期点検実施計画について
⑤固定資産の取得・処分について
⑥規程類の改廃について
⑦出資減口について
⑧役員報酬における理事・監事報酬総額の配分について
⑨令和６年度給与の改定について
⑩食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業に関する組織討議につ
　いて
⑪令和６年度冬期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて
⑫参与の選任について
⑬総代選挙の日程（案）について
⑭第６次地域農業振興方策並びに中期経営計画（案）について
⑮令和５年度事業報告（含む事業報告附属書）及び計算書類（剰余金
　処分案を除く）について
⑯令和５年度剰余金処分（案）について
⑰第21回通常総代会の招集及び総代会に付議すべき議案並びに総代会
　参考資料について

Ｓ61.04　北見市農協入組

Ｈ15.02　北見支所　支所長

Ｈ21.06　組合員ふれあい室ふれあい相談畜産グループ

         マネージャー

Ｈ25.05　組合員ふれあい室　室長

Ｈ31.04　経営支援部　部長

■在職期間　38年

伊 藤 　 明 夫
い　とう　　   あき    お

      （経営支援部）

Ｓ61.04　端野町農協入組

Ｈ15.02　端野支所青果課集荷販売係　支所係長

Ｈ20.05　相内支所営農販売課営農販売係　支所係長

Ｈ21.06　販売企画部組織振興西グループ　調査役

Ｈ29.04　販売企画部組織振興東グループ　調査役

■在職期間　38年細 川 　 　 隆
ほそ  かわ                   たかし

（販売企画部
    組織振興東グループ）

Ｈ05.03　置戸町農協入組

Ｈ15.02　置戸支所営農課土地改良係　支所係長

Ｈ18.06　営農部生産振興課　係長 

Ｈ21.06　営農振興部企画振興グループ　主幹

■在職期間　31年１か月

佐 藤 　 　 浩
さ　とう                   ひろし

（営農振興部
    企画振興グループ）

Ｓ57.04　端野町農協入組
Ｈ15.02　端野支所農畜産課農産係
Ｈ15.07　端野支所生産資材課生産資材係
Ｈ21.06　購買部資材東エリア　主任
Ｈ23.04　購買部資材東エリア　主査
Ｈ27.02　購買部北見端野資材店舗　主査
Ｈ28.04　購買部北見端野資材店舗　主幹
Ｒ04.02　購買部端野資材拠点店舗　主幹

■在職期間　42年
※退職者再雇用制度により在職

小 西 　 真 弓
こ    にし             ま    ゆみ

（購買部
    端野資材拠点店舗）

Ｈ05.03　北見市農協入組
Ｈ15.02　北見支所青果課青果係
Ｈ16.05　北見支所営農課経営相談係
Ｈ20.05　北見支所営農販売課営農販売係
Ｈ21.06　販売企画部組織振興東グループ　主査
Ｈ23.05　販売企画部組織振興南グループ　主査
Ｈ25.05　販売企画部組織振興東グループ　主査
Ｒ02.04　販売企画部玉ねぎグループ　主査

■在職期間：31年１か月
※退職者再雇用制度により在職

木 村 　 正 之
き    むら           まさ  ゆき

（販売企画部
        玉ねぎグループ）

Ｒ02.04　入組

Ｒ02.04　営農振興部担い手グループ

Ｒ04.04　購買部資材推進グループ

■在職期間：４年

※令和６年３月31日付退職

佐 藤 　 静 香
さ    とう           しず   か

（購買部
    資材推進グループ）

Ｒ03.04　入組

Ｒ03.04　畜産部畜産相談グループ

■在職期間：３年

※令和６年３月31日付退職

福 島 　 光 人
ふく しま           みつ ひと

（畜産部
    畜産相談グループ）

Ｓ61.04　北見市農協入組
Ｈ15.02　北見支所営農課特別対策係　支所係長
Ｈ16.05　北見支所営農課企画振興係　支所係長
　　　　（Ｈ19.05　営農部生産振興課　本所係　兼務）
Ｈ19.06　営農部経営再建指導班　課長補佐
Ｈ21.06　組合員ふれあい室ふれあい相談７グループ　調査役
Ｈ25.05　組合員ふれあい室ふれあい相談南グループ　調査役
Ｈ28.04　販売企画部組織振興東グループ　マネージャー
Ｈ30.04　組合員ふれあい室ふれあい相談東グループ　マネージャー
Ｈ31.04　経営支援部ふれあい相談東グループ　マネージャー

■在職期間　38年
※退職者再雇用制度により在職

浜 田 　 　 豊
はま   だ                    ゆたか

（経営支援部
　ふれあい相談東グループ）

Ｓ58.04　留辺蘂町農協入組
Ｈ15.02　留辺蘂支所総務金融課　支所課長
Ｈ16.05　留辺蘂支所金融共済課　支所課長
Ｈ18.06　上常呂支所金融共済課　支所課長
Ｈ21.06　金融共済部上常呂支店　支店長
Ｈ23.05　金融共済部温根湯支店　支店長
Ｈ27.04　金融共済部留辺蘂支店　支店長
Ｈ29.04　金融共済部貯金課　課長
Ｒ03.04　金融共済部留辺蘂支店　支店長
Ｒ04.04　金融共済部温根湯支店　支店長

■在職期間　41年

苅 谷 　 浩 二
かり   や              こう   じ

（金融共済部
                温根湯支店）

Ｓ57.04　置戸町農協入組
Ｈ15.02　置戸支所総務金融課　支所課長
Ｈ16.05　置戸支所金融共済課　支所課長
Ｈ19.06　置戸支所農産課　支所課長
Ｈ20.05　置戸支所営農販売課　支所課長
Ｈ21.06　販売企画部組織振興南グループ　主幹
Ｈ23.04　販売企画部組織振興南グループ　調査役
Ｈ28.04　金融共済部端野支店　調査役
Ｈ30.04　金融共済部上常呂支店　考査役　
        （Ｈ31.04　監査室　考査役　兼務）
Ｒ02.04　金融共済部置戸支店　支店長

■在職期間　42年

岩 崎 　 　 靖
いわ さき                   やすし

 （金融共済部
                    置戸支店）

Ｓ57.04　相内農協入組
Ｈ15.02　相内支所営農課経営相談係　支所係長
Ｈ18.06　総務部企画人事課　課長補佐
Ｈ21.06　総務企画部企画人事グループ　調査役
Ｈ22.05　金融共済部北見支店　調査役
Ｈ23.05　金融共済部融資課　調査役
Ｈ26.05　金融共済部留辺蘂支店　調査役
Ｈ28.04　組合員ふれあい室ふれあい相談畜産グループ　調査役
Ｈ30.04　販売企画部畜産グループ　マネージャー
Ｈ31.04　金融共済部温根湯支店　考査役
Ｒ03.04　畜産部畜産相談グループ　考査役

■在職期間　42年
※退職者再雇用制度により在職

髙 橋 　 　 徹
たか はし                   とおる

（畜産部
　畜産相談グループ）

木　下　歩　美
きの　　した　　あゆ　　  み

（畜産部畜産振興グループ）

退　　　職

職　員　登　用

●組合員の皆様に信頼される職員として精進

　してまいりますので、今後とも宜しくお願

　い致します。

鈴　木　郁　恵
すず　　  き          いく         え

（金融共済部温根湯支店）

●組合員の皆様や地域住民の方々に寄り添え

　る職員になれるよう、努めてまいりますの

　で今後ともよろしくお願い致します。
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答
え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記
入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉
ねぎ黒酢入りドレッシング」と「麦まるごとう
どん（平打ち）」２袋をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

今の播種作業が始まって早々滑って怪我をしてしま
いました。身体は元より心もとても痛かった。そし

たらこの冬怪我をした方達が多かったのをＦＡＸで知り
ました。機能が衰えてます（泣）

年は雪が少ない年でしたが、
ここにきてまとまった雪が

降りましたね。暖かい春が待ち遠
しいです。

春

　お体は大丈夫でしょうか…。雪解けも進んでいますがまだ
まだ油断は禁物なので、慎重に行動しないといけませんね。
機能の衰えを止めることは難しいですが、注意を怠らないよ
うにして、大怪我は絶対にしないようにしましょう！ 　畑や路肩の雪もなくなってきたな、と思ったら３月中旬に

また雪が積もりましたね。まだまとまった雪が降る可能性は
ありますが、気候は着々と春に向かってきているのが感じら
れ、私も春が待ち遠しいです！

（訓子府地区　遠藤　葵さん）

３月号まちがいさがしの当選者
　３月号のまちがいさがしの答えは「４、５、６、10、11」

でした。正解者39名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、JAきたみらいの「玉ねぎ醤油」

と「玉ねぎ焼肉のたれ」をプレゼント致します。

・山梨　則子さま（温根湯）・矢田目澪奈さま（相　内）
・越智　静香さま（留辺蘂）・宮本　陸駆さま（上常呂）
・村上　孝幸さま（留辺蘂）・仁木　義信さま（置　戸）

（匿名希望さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和６年３月14日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,601人

5,607人

860戸

118,969百万円

14,015百万円

4,987百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

ブリのユズ七味焼き小ヤリイカと芽キャベツのガーリック炒め

・春は１年のうちで寒暖差が一番大きく、新生活の始まりなど生活が

　大きく変化する季節です。体調や農作業事故には気を付けていただ

　き、組合員皆様が豊穣の秋を迎えられることを願っています！

・４月からきたみらいに８人の新入職員が入組しました。特集ページ

　に顔写真やプロフィールが掲載されていますので、是非ご覧くださ

　い！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （臼井　槙吾）

❶ブリの切り身は塩を振り、１時間ほど置く。

❷Ａの材料を合わせ、①

のブリを２時間漬ける

（右写真参考）。

❸ブリの汁気を拭き取り、

漬け汁のユズと一緒に

グリルで焼き上げる。その後ユズは取り除

く。お好みでナバナのおひたし（材料外）

を添えると彩りが良くなります。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………………………………２切れ

……………………………………………適宜

　

………………………………50ml

…………………………………50ml

…………………………………50ml

…………………………小さじ１

　………………１個（半分に切り搾る）

ブリ切り身

塩

Ａ漬け汁

　しょうゆ

　みりん

　料理酒

　七味唐辛子

　ユズ

❶ヤリイカは一口大に切り水洗いしてから、
水気を拭いておく。芽キャベツは塩少々
（分量外）を入れた鍋で下ゆでしておく。
トマトはへたを取り一口大に切る。

❷フライパンにオリーブ油とつぶしたニンニ
ク、トマト、半分に切った芽キャベツを入
れ、３、４分ほど弱火で炒め香りを移す。

❸②のフライパンに小ヤリイカと輪切りトウ
ガラシを入れ、強火でサッと炒め、白ワイ
ンを入れ、塩・こしょうで味を調え出来上
がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆

………………２杯
…………………………………２個

……………………………………小１個
……………………………………１片
……………………………大さじ２

………………………………大さじ１
…………………………適宜

………………………………適宜

小ヤリイカ
（胴とゲソの部分を使う）
芽キャベツ
トマト
ニンニク
オリーブ油
白ワイン
輪切りトウガラシ
塩・こしょう


